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人口減少の克服をめざして人口減少の克服をめざして
　「急激な人口減少で全国の自治体のほぼ半数は2040年までに消滅する可能性がある。」民間研究機
関が描き出したこの報告は、日本の将来像に波紋を広げています。国は人口減少に歯止めをかけ、活力
ある社会を維持するための「まち・人・しごと創生法案」を作り地方創生に動き、県および市町では
「人口減少対策推進本部」を立ち上げています。
　本町は、以前より子育て支援や若者定住支援を行い、人口減少を最小限に食い止めてはいるものの、
人口減少は確実に進んでいます。表１は「地区別人口の推移」を合併の年から出したものです。どこの
地区も減少しています。また図１は「人口移動の状況（平成18年度～25年度）」を表しています。
　人口減少は様々な問題を引き起こします。学校の児童数の減少、空き家の増加、高齢者の介護問題、
災害や犯罪への防衛等々。住民が自らの問題として受け止め、住民の知恵と行動で克服しなければなり
ません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（滝波　記）

表１　地区別人口（４月１日現在）の推移

地
域
の
防
災
強
化
を
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う
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地
域
の
防
災
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考
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よ
う
！

　
去
る
、
８
月
20
日
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
広
島
市
の
同
時
多
発
土
砂
災
害

は
、
近
年
多
発
す
る
異
常
気
象
が
原
因
と

な
る
典
型
的
な
災
害
で
し
た
。
今
回
の
災

害
は
も
は
や
「
対
岸
の
火
事
」
で
は
な

く
、
当
永
平
寺
町
に
お
い
て
も
、
い
つ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
今
思
っ
て

い
る
こ
と
・
不
安
な
こ
と
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

１
．
皆
さ
ん
の
地
域
で
危
険
箇
所
（
土
砂
災

　
　
害
、
浸
水
等
）
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

２
．
避
難
場
所
は
、
分
か
っ
て
い
ま
す
か
。

３
．
行
政
へ
聞
き
た
い
こ
と
、
お
願
い
し
た

　
　
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

４
．
自
主
防
災
組
織
、
自
主
防
災
連
絡
協
議

　
　
会
を
ご
存
知
で
す
か
。
ま
た
、
機
能
し

　
　
て
い
ま
す
か
。

５
．
自
分
の
備
え
は
万
全
で
す
か
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
　
記
）

小型ポンプの操法指導

災害時テント設営訓練図１　人口移動の状況（平成18年度～平成25年度）
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Ｈ18
年度

地区別
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

人　口

比較（H18対H26）

率

 6,471 6,494 6,422 6,387 6,372 6,351 6,352 6,330 6,347 -124 -1.92%

 2,321 2,309 2,337 2,251 2,248 2,249 2,220 2,194 2,182 -139 -5.99%

 1,704 1,708 1,679 1,710 1,700 1,720 1,703 1,704 1,688 -16 -0.94%

 998 984 970 965 949 927 908 901 877 -121 -12.12%

 3,574 3,536 3,541 3,517 3,469 3,459 3,429 3,386 3,344 -230 -6.44%

 1,771 1,772 1,793 1,795 1,799 1,803 1,803 1,786 1,790 19 1.07%

 3,538 3,512 3,486 3,466 3,423 3,375 3,338 3,262 3,211 -327 -9.24%

 10,496 10,511 10,438 10,348 10,320 10,320 10,275 10,228 10,217 -279 -2.66%

 6,343 6,292 6,304 6,277 6,217 6,189 6,140 6,073 6,011 -332 -5.23%

 3,538 3,512 3,486 3,466 3,423 3,375 3,338 3,262 3,211 -327 -9.24%

 20,377 20,315 20,228 20,091 19,960 19,884 19,753 19,563 19,439 -938 -4.60%
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報告第３号
平成25年度財政健全化判断比率等の報告 報告
議案第34号
平成25年度一般会計及び特別会計の決算認定 付託
議案第35号
平成25年度上水道事業会計の決算認定 付託
議案第36号
平成26年度一般会計補正予算 可決
議案第37号
平成26年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決
議案第38号
平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決
議案第39号
企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第40号
社会福祉法人の助成に関する条例の制定 可決
議案第41号　家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定 可決
議案第42号　特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の制定 可決 
議案第43号　放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定 可決 
議案第44号
町道の認定 可決 
諮問第２号
人権擁護委員候補者の推薦 適任 
陳情第４号
地方財政の充実・強化を求める意見書採択 採択 
陳情第５号
手話言語法制定に関する陳情 採択

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等12件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（川崎直文）は採決に加わりません

第５回定例議会議案

平成26年 第５回
定例議会報告

平成26年 第５回
定例議会報告

平成26年第５回永平寺町議会定例会が、９月３日（水）～17日（水）ま
で15日間開催されました。審議された内容は、次のとおりです。
なお、人権擁護委員候補者として、永平寺町松岡樋爪　田中眞佐子氏、
永平寺町光明寺　齋川静子氏、永平寺町松岡薬師　比島直美氏の３名の
推薦に同意しました。　　　　　　　　　　　　　議長　川崎　直文

  上坂 滝波 長谷川 朝井 酒井 江守 小畑 上田 金元 樂間 齋藤 伊藤 奥野 中村 川治 長岡 多田

 議案第36号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 議案第41号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 議案第42号 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
町
民
に
必
要
な
予
算
の
あ
る
こ
と
は

認
め
る
。
反
対
の
理
由
。

　
第
一
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

導
入
へ
の
予
算
が
あ
る
が
、
以
前
、
住

基
番
号
を
導
入
し
た
。
こ
れ
も
同
様
の

目
的
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
二
重
番
号

と
な
る
し
、
導
入
の
動
機
も
含
め
、
あ

ま
り
に
も
安
易
過
ぎ
る
。

　
第
二
、
住
民
票
等
が
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
な
る
と
い
う
の
に
、
庁
舎
玄
関
の
自

動
交
付
機
に
金
を
か
け
る
と
い
う
。
方

向
性
こ
そ
先
ず
示
す
べ
き
だ
。

　
第
三
は
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
臨
時

交
付
金
を
申
請
者
に
交
付
す
る
と
い
う

が
、
い
ま
だ
に
半
数
に
し
か
交
付
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
ん
な
無
駄
な
や
り
方
で

な
く
、
一
律
交
付
す
べ
き
だ
。

反
対
討
論
　
　
　
多
田
　
憲
治

　
そ
も
そ
も
補
正
予
算
と
は
災
害
等
、

当
初
予
算
時
予
期
せ
ぬ
事
態
が
発
生
し

議
会
の
承
認
を
得
て
執
行
す
る
予
算
。

町
が
要
請
し
た
ク
ラ
ブ
ま
た
、
県
で
最

優
秀
賞
に
輝
き
他
会
場
で
の
交
通
費
助

成
な
ら
ば
理
解
で
き
る
が
、
町
の
１
２

５
団
体
の
公
民
館
運
営
に
日
夜
研
鑽
し

活
動
し
て
い
る
会
員
目
線
か
ら
第
九
コ

ン
サ
ー
ト
名
出
し
の
補
助
は
不
公
平
の

疑
問
を
抱
く
だ
け
で
あ
り
反
対
。

賛
成
討
論
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
今
回
の
補
正
予
算
の
ほ
と
ん
ど
が
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
が
決

定
し
た
も
の
で
事
業
費
を
決
定
し
た
。

仮
に
そ
れ
ら
の
事
業
を
行
わ
な
い
こ
と

は
、
住
民
の
福
祉
の
後
退
に
な
り
か
ね

な
い
。
ま
た
、
町
単
独
事
業
で
あ
る

「
町
内
商
店
消
費
拡
大
推
進
事
業
補

助
」
や
「
み
ん
な
の
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

補
助
」
は
、
意
義
あ
る
重
要
な
事
業
で

あ
る
。

反
対
討
論
（
棄
権
）

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
本
補
正
予
算
案
は
住
民
生
活
に
必
要

な
予
算
も
あ
る
が
、
社
会
保
障
、
税
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
の
支
援
委

託
料
は
先
の
住
基
カ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
制

の
導
入
や
広
域
自
動
交
付
シ
ス
テ
ム
と

の
併
用
等
の
検
証
（
費
用
対
効
果
、
普

及
率
）
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ま
た
、
個

人
情
報
管
理
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
が

取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、
行
政
の
効
率
や

利
用
に
お
け
る
利
便
性
だ
け
が
優
先
さ

れ
個
人
情
報
の
流
出
や
他
市
町
に
先
が

け
た
先
行
投
資
の
検
証
を
し
な
い
ま
ま

提
出
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
採
決
に
加

わ
わ
ら
ず
本
案
を
棄
権
す
る
。

平
成
26
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
26
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
36
号

議
案
第
36
号

　当委員会に付託された平成26年度一般会計及び国民
健康保険、農業集落排水事業特別会計の補正予算探検
について９月11日に慎重に審議し、一般会計は賛成多
数、他は全員にて原案のとおり可決しました。
　一般会計補正予算の主なものは除雪対策費4,312万9
千円、マイナンバー制度支援委託料350万円、広域交

付（ICカード）システムデータの暗号化委託料529万2
千円他、臨時福祉給付金、定住促進、有害鳥獣対策、
松岡公園詳細設計、農集特別会計操出金などです。特
別会計は国民健康保険1,113万円、農業集落排水2,200
万円です。
　主な審議の一部は以下のとおりです。

委員長　上 田　　誠予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
支
援
と
は

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
行
政
事
務
合

理
化
効
率
化
の
た
め
に
は
必
要
か
も
し
れ

な
い
が
、
個
人
情
報
の
流
出
や
取
扱
者
を

含
め
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
は
不
安
が
あ

る
。
十
分
留
意
し
た
管
理
体
制
や
現
行
の

住
基
カ
ー
ド
と
の
関
わ
り
は
。

答
　
社
会
保
障
、
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
）
制
度
は
効
率
性
、
透
明
性
を
高
め
、

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
を
高
め
る
社
会
基

盤
。
住
基
カ
ー
ド
も
統
合
し
、
個
人
番
号

に
移
行
す
る
。

現
行
の
自
動
交
付
シ
ス
テ
ム
は
ど
う

な
る

問
　
現
在
役
場
等
に
設
置
し
て
あ
る
自
動

交
付
シ
ス
テ
ム
は（
福
井
、小
浜
、勝
山
な
ど

で
は
採
用
し
て
い
な
い
）は
コ
ン
ビ
ニ
交
付

シ
ス
テ
ム
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
移
行
し
て
も
自
動

交
付
シ
ス
テ
ム
は
利
用
す
る
。
ま
た
今
回

の
補
正
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
た

め
、
国
に
合
わ
せ
新
し
い
暗
号
化
に
切
り

替
え
る
も
の
。

松
岡
公
園
第
２
期
整
備
計
画
は

問
　
松
岡
公
園
整
備
の
第
２
期
工
事
は
費

用
対
効
果
も
考
え
て
方
向
性
や
見
直
し
も

必
要
。

答
　
当
初
計
画
の
検
証
を
行
い
第
２
期
工

事
を
含
め
た
全
体
事
業
計
画
の
見
直
し
を

す
る
。

他
意
見
と
し
て

　
消
費
税
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給

は
申
請
者
の
み
の
支
給
で
は
な
く
全
員
に
。

　
安
易
な
補
助
金
支
出
な
く
、
透
明
、
公

平
、
納
得
性
も
考
え
補
助
要
項
の
見
直
し

も
必
要
。

総
額

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
条
例
案
の
設
置
基
準
等
の
内
容
は
、

本
町
が
〝
子
育
て
の
町
〞
と
し
て
築
き

上
げ
て
き
た
水
準
を
国
の
指
針
と
は
い

え
、
国
も
設
け
る
条
例
は
「
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
内
容
を
定
め
る
こ
と
は
認

め
る
」
と
し
て
い
る
の
に
、
保
育
士
で

な
く
と
も
保
育
が
で
き
る
等
、
低
い
基

準
に
合
わ
せ
る
等
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
が
自
ら
条
例

を
創
る
と
い
う
絶
好
の
機
会
を
投
げ
捨

て
て
し
ま
う
も
の
で
も
あ
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
小
畑
　
　
傅

　
こ
の
事
業
は
本
来
、
都
市
部
に
お
け

る
待
機
児
童
の
解
消
を
主
な
目
的
と
し

て
お
り
、
県
の
許
認
可
事
業
の
保
育
事

業
を
市
・
町
の
許
認
可
に
下
ろ
し
て
き

た
条
例
で
あ
る
。

　
本
町
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
の
行
き

届
い
た
行
政
で
は
な
じ
ま
な
い
。
し
か

し
、
多
様
な
職
場
環
境
等
に
対
応
す
べ

く
今
後
の
保
育
事
業
（
子
育
て
支
援
）

を
考
え
る
と
、
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
国

か
ら
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら

賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
本
条
例
案
は
現
在
大
都
市
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に

制
定
さ
れ
た
「
子
ど
も
子
育
て
関
連
３

法
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
小
規
模
保

育
の
認
可
に
関
す
る
私
立
の
基
準
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。
子
育
て
の
責
任
を

持
つ
町
と
し
て
町
立
幼
児
園
と
同
等
の

基
準
と
す
べ
き
で
あ
り
、
低
い
水
準
を

認
め
る
こ
と
に
よ
り
町
内
に
違
っ
た
基

準
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
国
か
ら
示
さ

れ
た
基
準
で
な
く
、
町
と
同
等
の
基
準

と
な
る
条
例
に
す
べ
き
で
あ
る
べ
き
と

考
え
反
対
の
立
場
を
と
る
。

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
保
育
料
に
つ
い
て
、
実
質
分
や
追
加

徴
収
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

上
乗
せ
徴
収
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。

　
さ
ら
に
、
こ
と
さ
ら
幼
児
教
育
を
強

調
す
る
が
、
本
町
で
は
保
育
所
で
も
現

在
５
歳
児
ま
で
見
て
お
り
、
学
校
と
の

連
携
も
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
幼
保
一
元
化
を
民
間
も
含
め
て
行
う

こ
と
は
、
本
町
で
は
混
乱
を
生
む
こ
と

に
も
つ
な
が
る
た
め
反
対
。

賛
成
討
論
　
　
　
小
畑
　
　
傅

　
議
案
第
41
号
と
同
様
に
考
え
、
こ
れ

に
賛
成
す
る
。

今年の「除雪対策」やマイナンバー制度、
広域交付システムなど

今年の「除雪対策」やマイナンバー制度、
広域交付システムなど

平成26年度９月補正予算

議
案
第
41
号

議
案
第
41
号

特
定
教
育・保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

特
定
教
育・保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

議
案
第
42
号

議
案
第
42
号

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　条
例
の
制
定

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　条
例
の
制
定

9,137万円9,137万円



7

一般質問

6

中村勘太郎議員

問 広島同時多発土砂災害の
　　　　　　　教訓を生かせ

答 ハード・ソフト面の両方で
　　　　　　　　　対処していく

17名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一般質問一般質問

９月
定例会
９月
定例会

問　
８
月
20
日
、
広
島
で

起
き
た
同
時
多
発
土
砂
災
害

は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
が
、
近
年
、
異
常
気
象

が
多
発
す
る
中
、
危
機
管
理

体
制
の
迅
速
な
判
断
が
危
惧

さ
れ
る
。
本
町
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
災
害
に
、
ど
う

判
断
、
手
段
を
も
っ
て
対
処

す
る
の
か
。

町
長　

迅
速
な
対
応
が
不
可

欠
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
災

害
種
別
に
よ
っ
て
何
処
へ
避

難
し
た
ら
い
い
か
を
、
よ
り

身
近
に
説
明
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
空
振
り
覚

悟
で
行
政
が
避
難
勧
告
・
指

示
・
準
備
を
発
令
す
る
旨
を

平
時
か
ら
皆
さ
ん
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
に
職

員
の
召
集
、
情
報
伝
達
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
へ
防
災
無
線
、

広
報
車
で
の
広
報
、
ホ
ー
ム

問　
平
成
27
年
度
か
ら
県

消
防
学
校
教
官
と
し
て
３
年

間
派
遣
さ
れ
、
ま
た
、
６
ヶ

月
の
救
急
救
命
士
の
養
成
で

職
員
が
不
足
す
る
状
況
と
な

る
が
、
確
実
に
稼
働
で
き
る

適
正
な
職
員
配
置
、
採
用
を

お
願
い
し
た
い
。

総
務
課
長　

消
防
職
員
の
採

用
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
３

名
採
用
し
、
来
年
度
も
３

名
を
予
定
し
て
い
る
。
平
成

28
年
度
新
庁
舎
の
移
転
を
控

え
、
適
正
な
職
員
採
用
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

町
長　

現
在
、
消
防
長
と
総

務
課
で
い
ろ
い
ろ
分
析
し
、

適
正
な
人
数
を
検
討
し
て
い

る
の
で
、
来
年
４
月
に
は
、

正
式
な
定
数
計
画
を
お
示
し

い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

ペ
ー
ジ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
も
考
え
な
が
ら
、
今
後

訓
練
等
を
通
じ
て
行
い
、
防

災
の
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
。

建
設
課
長　

基
礎
調
査
後
に

３
５
２
ヶ
所
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
の
内
、
山
際
で
新
た

に
住
宅
開
発
し
た
箇
所
は
な

い
が
、
山
際
の
住
宅
団
地
等

を
対
象
に
９
月
中
に
独
自
の

点
検
を
行
う
。
ま
た
、
県
に

よ
る
砂
防
事
業
と
し
て
、
２

基
の
砂
防
堰
堤
を
計
画
、
河

川
事
業
に
つ
い
て
も
、
県
事

業
と
し
て
荒
川
・
南
河
内

川
の
改
修
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
町
に
お
い
て
も
、
平
成

24
年
度
よ
り
水
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
。

消
防
職
員
定
数
外

　
　
　
　

 

職
員
の
確
保
を

適
正
な
職
員
採
用
を
行
う

問答

広島市の豪雨災害

常 任 委 員 会 報 告

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
朝
井
征
一
郎

１
　
付
託
議
案

議
案
第
44
号
「
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
」

　
町
道
永
平
寺
参
ろ
ー

ど
（
永
平
寺
高
橋
７
字

32
番
１
〜
永
平
寺
志
比

54
字
53
番
３
）
の
完
成

に
と
も
な
い
、
今
後
の

適
正
な
管
理
等
を
図

る
。

　
道
路
法…

第
８
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、

町
道
の
路
線
を
認
定
す

る
。

　…

議
案
第
44
号
に
つ
い
て
は
、
挙
手
全
員
で
可
決

２
　
永
平
寺
町
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
委
員
会
に
つ

い
て

　
永
平
寺
町
食
の
恵
み
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
。

　
「
食
」
グ
ル
メ
、
特
産
品
な
ど
を
町
の
食
の
販
路

拡
張
を
図
る
。

３
　
農
業
委
員
会
の
農
業
委
員
に
つ
い
て

　
委
員
の
定
数
、
任
期
に
つ
い
て
は
、
定
数
26
名
、

任
期
は
３
ヶ
年
で
平
成
27
年
８
月
31
日
ま
で
と
な

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
金
元
　
直
栄

　
当
常
任
委
員
会
へ
の
付
託
案
件
は
５
件
。
９
月
12
日
と
16
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
論
議
さ
れ
た
。

付
託
案
件

議
案
第
40
号
　
「
町
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」

は
、
補
助
の
根
拠
条
例
と
し
て
全
員
一
致
で
認
め
た
。

議
案
第
41
号
　
「
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
対
策
で
保
育
所
の
数

の
確
保
の
た
め
設
け
ら
れ
る
条
例
。

　
委
員
か
ら
は
、
小
規
模
保
育
で
は
、
保
育
士
の
資
格
が
な
く
て
も
保

育
で
き
る
こ
と
。
20
人
以
下
の
保
育
所
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
３
種
に
分

け
、
保
育
士
が
必
ず
し
も
保
育
の
条
件
に
な
ら
な
い
な
ど
、
本
町
の
築

き
上
げ
て
き
た
保
育
水
準
を
引
き
下
げ
る
も
の
。
ど
う
し
て
町
の
保
育

水
準
を
求
め
な
い
の
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
２
日
間
に
わ
た
る
論
議
の

中
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。

議
案
第
42
号
　「
町
特
定
教
育
、保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」は
、幼
保
一元
化
に
基
づ
く
も
の
。

　
委
員
か
ら
は
、
運
営
に
つ
き
保
育
料
の
追
加
徴
収
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
保
育
料
が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

議
案
第
43
号
　
い
わ
ゆ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
学
童
保
育
の
基
準
を

定
め
る
も
の
で
、
こ
の
基
準
を
町
も
守
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
た
が
、

全
員
一
致
で
可
決
。

陳
情
第
５
号
　
手
話
言
語
法
制
定
に
関
す
る
陳
情
は
、
全
員
一
致
で
採

択
し
、
本
会
議
に
「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を

求
め
る
こ
と
と
し
た
。

子
ど
も・子
育
て

　
　
　
　
　関
連
条
例
の
制
定
へ

永
平
寺
参
ろ
ー
ど
を

　
　
　
　
　町
道
認
定
へ

企
業
立
地
促
進

条
例
の
一
部
改
正

　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
中
村
勘
太
郎

議
案
第
39
号

 

永
平
寺
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　…

採
決
の
結
果
、
委
員
会
全
員
賛

成
に
よ
り
可
決

　
本
案
は
、
永
平
寺
町
企
業
立
地
促

進
条
例
の
一
部
改
正
に
お
い
て
は
、

総
務
省
告
示
に
よ
る
分
類
表
示
の
変

更
で
あ
り
、
永
平
寺
町
企
業
立
地
促

進
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

陳
情
第
４
号

 

地
方
財
政
の
充
実
、
強
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い

て　…

採
決
の
結
果
、
委
員
会
全
員
賛

成
に
よ
り
採
択

　
地
方
財
政
の
安
定
的
な
行
政
運
営

を
実
現
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税
総

額
の
拡
大
等
に
向
け
て
の
陳
情
と
な

っ
て
い
る
。

線路復元部ウォーキング



一般質問一般質問

89

川 治  孝 行 議員

問「参ろーど」参られようか

答 「参ろーど」のブランド化を進める

まい

小 畑  　 傅 議員

問

答

中学校の部活動の現状は

重要な教育活動の一つと認識

問 授産施設等整備の取り組みは

答 調査研究し、検討していきたい

齋 藤  則 男 議員

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
農
地・水
と
他
事
業
と
の

整
合
性
に
つい
て
」

か
。
働
き
た
い
が
働
く
場
所

が
な
い
、
働
く
意
欲
が
あ
る

が
そ
の
場
が
な
い
。
社
会
参

加
を
し
た
い
が
見
つ
か
ら
な

い
。

町
長　

皆
さ
ん
の
就
労
支

援
、
本
当
に
大
切
だ
と
思

っ
て
い
る
。
調
査
研
究
、

ま
た
は
国
の
ほ
う
に
働
き
か

け
る
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
心
身
に
障
害
を
も
つ

人
の
た
ち
の
働
く
場
所
、
授

産
施
設
等
の
取
り
組
み
は
町

と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の

問　
部
活
動
で
共
通
の
目

標
を
持
っ
た
良
き
友
人
や
熱

心
な
先
生
に
出
会
え
、
体
力

や
技
術
、
技
能
、
表
現
力
な

ど
を
錬
磨
研
鑽
し
、
向
上
を

図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
成
果
を
対
外
試
合
や
演

技
、
演
奏
会
で
実
感
す
る
こ

と
は
、
青
春
の
汗
や
涙
や
共

感
の
記
憶
と
と
も
に
、
人
生

の
貴
重
な
１
ペ
ー
ジ
と
な

り
、
将
来
の
夢
を
育
み
自
己

表
現
へ
の
出
発
点
に
な
る
と

思
う
。
部
活
動
の
位
置
づ
け

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

教
育
長　

重
要
な
教
育
と

常
々
考
え
て
い
る
。
平
成
24

年
の
指
導
要
領
の
改
定
で
総

則
の
中
に
、
部
活
動
は
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
行
い
な

さ
い
と
明
記
さ
れ
た
。
重
要

な
教
育
活
動
の
一
つ
と
認
識

し
教
育
行
政
に
努
め
る
。

問　
教
育
の
一
環
の
部
活
動

で
の
保
護
者
の
負
担
が
あ
る

の
か
。

学
校
教
育
課
長　

負
担
に
つ

い
て
は
、
用
具
代
、
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
代
、
練
習
用
服
な
ど

学
年
に
よ
っ
て
違
う
が
、
２

万
５
千
円
位
か
か
る
と
聞
い

て
い
る
。
２
、
３
年
生
に
な

る
に
つ
れ
要
ら
な
い
の
か
と

思
う
。

松岡中学校部活動

る
。

問　
「
参
ろ
ー
ど
」
の
維
持

管
理
は
誰
が
行
う
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

基
本
的
に

は
町
が
行
う
が
、
沿
線
地
域

及
び
地
権
者
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
遊
歩
道
「
参
ろ
ー

ど
」
は
歩
行
者
専
用
か
、
又

は
自
転
車
や
歩
行
者
が
通
れ

る
自
歩
道
か
。

企
画
財
政
課
長　

歩
行
者
優

先
で
低
速
の
自
転
車
に
限
り

走
行
を
許
可
す
る
。

問　
「
参
ろ
ー
ど
」
は
朝

に
夕
に
散
歩
や
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
楽
し
む
人
々
が
多
い

が
、
行
き
交
う
に
は
1.5
ｍ
が

必
要
。
荒
谷
、
永
平
寺
区
間

の
、
舗
装
幅
員
1.0
ｍ　

砂
利

道
２
ｍ
の
理
由
は
。

企
画
財
政
課
長　

跡
地
利
用

問　
健
康
づ
く
り
と
医
療
と

福
祉
の
垣
根
を
越
え
た
連
携

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、

特
に
高
齢
者
や
障
害
者
に
と

っ
て
必
要
性
が
高
い
。
地
域

で
の
共
助
も
含
め
効
果
的
に

支
え
て
い
く
連
携
の
仕
組
み

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
必
要
だ
と
思
う
が
。

福
祉
保
健
課
長　

全
国
的
に

少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
福

祉
に
対
す
る
需
要
は
高
ま
る

ば
か
り
で
あ
る
。
健
康
づ
く

り
と
医
療
、
そ
し
て
介
護
の

連
携
、
い
わ
ゆ
る
多
職
種
連

携
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
も
の

が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
、
保
健
師
を
は
じ

め
福
祉
や
専
門
的
知
識
を
有

す
る
人
材
が
大
変
重
要
化
さ

れ
て
く
る
。
こ
う
し
た
連
携

を
高
め
る
た
め
に
も
、
保
健

問　
平
成
30
年
の
福
井
国

体
、
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に

な
っ
て
き
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
会
場
の
松
岡
中
学
校

体
育
館
国
体
誘
致
の
条
件
の

サ
ブ
体
育
館
建
設
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
一
面
確
保
の

サ
ブ
体
育
館
か
、
武
道
教
育

の
武
道
館
か
で
揺
れ
て
い

る
。
議
会
で
も
議
論
が
な
さ

れ
て
い
な
い
中
、
行
政
で
は

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

町
長　

今
い
ろ
い
ろ
考
え
て

い
る
。
そ
ん
な
中
、
議
会
と

し
て
の
意
見
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
50
年
に
一
度
の
国
体
開

催
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
施
設

は
必
要
と
思
う
。
何
の
た
め

の
国
体
か
、
財
政
だ
け
で
推

し
は
か
れ
ば
開
催
し
な
い
方

が
良
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ

問　
永
平
寺
町
の
新
名
所
と

し
て
、
永
平
寺
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
現
在
の
取
り
組
み
状

況
は
。

商
工
観
光
課
長　

大
本
山
永

平
寺
へ
の
参
道
と
し
て
位
置

づ
け
、
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
明
記
し
情
報
発
信
し

て
い
る
。

問　
参
ろ
ー
ど
の
意
味
や
ス

ト
ー
リ
ー
、
の
構
想
が
あ
る

の
か
。

企
画
財
政
課
長　

私
の
道

「
参
ろ
ー
ど
」
と
し
て
色
々

な
想
い
を
感
じ
な
が
ら
永
平

寺
へ
お
参
り
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
想
い
で
あ
る
。

問　
現
道
の
「
参
ろ
ー

ど
」
は
訪
れ
る
参
拝
者
や
観

光
客
が
気
持
ち
よ
く
大
本
山

永
平
寺
へ
参
ら
れ
る
遊
歩
道

と
な
っ
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
、
バ
ラ
ス
ト
舗

装
、
転
落
防
止
柵
を
整
備

し
、
参
拝
者
や
観
光
客
が
安

心
し
て
自
然
を
満
喫
で
き
る

遊
歩
道
と
し
て
整
備
し
て
い

永平寺参ろーど

活
性
化
協
議
会
と
の
協
議
の

中
で
自
然
を
残
し
工
作
物
は

最
小
限
と
し
た
事
に
よ
る
。

問　
荒
谷
か
ら
永
平
寺
ま
で

の
区
間
の
砂
利
道
部
分
は
雑

草
が
覆
い
茂
り
、
朝
夕
の
散

歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む

人
々
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る

が
今
後
の
対
応

は
。

企
画
財
政
課
長

　

今
年
度
は
草

刈
を
年
３
回
実

施
し
、
活
性
化

協
議
会
や
地
元

の
協
力
を
得
て

対
応
し
た
い
。

問　
維
持
管

理
を
沿
線
地
域

活
動
と
し
て
農

地
・
水
の
多
面

的
機
能
の
活
動

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
な
い
か
。

農
林
課
長　

多
面
的
機
能
の

活
動
と
し
て
利
用
で
き
る
。

問　
町
の
人
口
を
増
や
し
て

い
く
た
め
の
施
策
を
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
以
上
減

ら
さ
な
い
、
減
少
を
と
め
る

た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
い

く
の
か
、
町
と
し
て
基
本
的

な
方
針
は
何
か
が
見
え
て
こ

な
い
。

企
画
財
政
課
長　

特
に
そ
れ

を
強
く
意
識
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
る
と

い
う
現
状
か
ら
す
る
と
、
ま

ず
は
減
少
を
食
い
と
め
る
と

い
う
施
策
。
さ
ら
に
、
そ
れ

か
ら
増
加
に
転
ず
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
期
待
を
し
て
施
策
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

師
を
採
用
し
て
、
福
祉
の
分

野
の
強
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
見
極
め
な
が
ら

検
討
す
る
。

っ
て
開
催
し
な
い
で
い
い
。

し
か
し
そ
う
で
は
無
い
。
開

催
に
よ
り
、
人
、
物
、
金
が

動
き
、
ひ
い
て
は
地
域
の
経

済
な
ど
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
一
極
一
面
だ
け

見
る
の
で
は
な
く
、
多
面
的

効
果
を
考
慮
す
べ
き
と
考
え

る
。

人
口
の
減
少
が
著
し
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　

 

　対
策
は

ま
ず
は
減
少
を
食
い
と
め
る

　
　
　
　
　
　
　と
い
う
施
策

問答
保
健・医
療・福
祉
の

　
　
　
　

 

連
携
の
考
え
は

多
職
種
連
携
が

　
　
　

 

ま
す
ま
す
必
要
に
な
る

問答

松
中
第
二
体
育
館
は

　
　財
政
か
将
来
活
用
か

議
会
の
意
見
を
聞
き
方
向
性
を
決
め
る

問答
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問 若者定住促進事業の継続を

答 成果を分析し、改正・継続していく

朝井征一郞議員

問 予防接種の公費助成の拡大を

答 国や近隣市町の動向をみて検討

長岡千惠子議員

問「永平寺ブランド」皆で創ろうよ

答 各団体の協力を得て誇れるものに

上 坂  久 則 議員

問　
ブ
ラ
ン
ド
創
生
に
必

要
な
こ
と
は
、
定
義
の
統
一

認
識
が
重
要
だ
が
、
永
平
寺

町
ブ
ラ
ン
ド
の
定
義
と
は
何

か
。

商
工
観
光
課
長　

地
域
で
作

ら
れ
て
い
る
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
等
を
通
し
て
、
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
高
め
、
地

域
外
か
ら
人
や
物
な
ど
が
集

ま
っ
て
永
平
寺
町
全
体
の
活

性
化
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ

る
。
永
平
寺
の
高
い
知
名
度

を
生
か
し
、
生
活
者
か
ら
高

評
価
を
得
ら
れ
る
産
品
や
観

光
資
源
を
各
団
体
等
の
協
力

を
得
て
情
報
発
信
し
、
町
民

が
意
識
・
誇
れ
る
ふ
さ
わ
し

問　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸

炎
は
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の

乳
幼
児
の
ほ
と
ん
ど
が
感
染

し
、
ウ
イ
ル
ス
の
型
が
複
数

あ
る
た
め
一
度
感
染
し
て
も

繰
り
返
し
感
染
す
る
。
感
染

す
る
事
で
、
乳
幼
児
の
身
体

的
負
担
、
保
護
者
の
精
神
的

負
担
、
医
療
費
等
の
金
銭
的

負
担
を
考
え
る
と
、
予
防
接

種
が
必
要
で
あ
る
。
予
防
接

種
の
費
用
が
３
万
円
か
か
る

の
で
、
町
で
助
成
で
き
な
い

の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

県
内
に
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
に

助
成
し
て
い
る
市
町
村
は
な

い
。
全
国
的
に
は
助
成
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
助
成

金
額
は
、
自
治
体
に
よ
り
異

な
る
が
、
７
０
０
０
円
か
ら

７
５
０
０
円
の
助
成
を
し
て

い
る
。

町
長　

助
成
に
つ
い
て
、
近

隣
市
町
や
国
の
動
向
を
し
っ

か
り
見
き
わ
め
、
今
聞
い
た

こ
と
も
踏
ま
え
て
検
討
す

る
。

い
も
の
と
し
た
い
。

町
長　

信
用
と
信
頼
こ
そ
が

ブ
ラ
ン
ド
と
認
識
し
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
者
の
人

に
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い

特
産
品
送
付
も
検
討
し
た

い
。

問　
永
平
寺
町
の
隅
々
か

ら
、
人
々
か
ら
、
町
の
宝
物

を
再
発
見
し
て
も
ら
い
、
共

通
認
識
を
は
か
る
運
動
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

商
工
観
光
課
長　

町
内
に
は

様
々
な
宝
物
が
あ
る
の
で
、

誇
れ
る
認
識
向
上
に
結
び
付

け
た
い
。

問　
学
校
で
も
自
然
を
含
む

宝
物
発
見
や
体
験
が
不
足
し

て
い
る
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
生
か
し
た
い
。

問　
情
報
発
信
の
不
足
、
マ

ッ
プ
が
不
十
分
だ
が
。

町
長　

他
自
治
体
の
状
況
を

把
握
し
て
、
再
考
し
た
い
。

環境整備が急がれる調理室

問　
町
の
若
者
定
住
促
進

事
業
で
継
続
・
支
援
し
て
宅

地
造
成
事
業
計
画
「
少
子
化

非
常
事
態
」
を
誓
言
し
、
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
具
体

策
、
安
定
し
た
家
庭
を
築
き

上
げ
保
育
料
や
医
寮
費
な
ど

手
厚
い
子
育
て
支
援
し
、
町

の
魅
力
を
前
面
に
出
し
た
政

策
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長	

若
者
定

住
促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

24
年
度
～
26
年
度
迄
の
制
度

で
そ
の
３
ヶ
年
を
検
証
し
、

問　
意
見
書
に
よ
る

給
食
調
理
室
の
環
境

整
備
で
平
成
26
年
度

以
降
の
計
画
は
。

学
校
教
育
課
長　

自

動
手
指
消
毒
洗
浄
器

の
増
設
や
専
用
ト

イ
レ
の
修
繕
、
白
衣

脱
衣
所
の
整
備
を
行

い
、
今
後
も
計
画
的

に
整
備
を
進
め
る
。

問　
給
食
費
無
償
化
事
業
の

検
証
は
行
わ
れ
た
か
。
そ
の

具
体
的
な
効
果
は
。

学
校
教
育
課
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
や
地
域
・
学
校
協
議
会
の

委
員
で
構
成
し
た
学
校
給
食

検
討
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

給
食
費
無
償
化
も
含
め
て
意

見
交
換
中
。
効
果
は
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
が
大
き
な
効

果
で
あ
る
。

問　
学
校
給
食
費
無
償
化
の

見
直
し
だ
が
、
行
政
が
子
ど

も
を
育
て
る
の
で
は
な
く
、

親
が
子
ど
も
を
育
て
る
の

で
、
週
に
１
回
位
、
保
護
者

が
温
か
い
弁
当
を
作
る
こ
と

で
親
と
子
の
絆
が
で
き
、
温

か
い
家
族
の
絆
が
生
ま
れ
、

そ
こ
で
一
定
助
成
金
（
一
部

負
担
）
を
出
す
選
択
は
ど
う

か
。

学
校
教
育
課
長	

貴
重
な
意

見
だ
と
思
う
。
保
護
者
と
学

校
給
食
検
討
会
を
立
ち
上
げ

て
い
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
町
民
か
ら
意
見

を
い
た
だ
い
て
方
向
性
を
検

討
し
、
今
議
員
の
意
見
を
、

今
後
の
参
考
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

自
然
災
害
の
対
策
、

　
　
　
　

 

自
ら
が
守
れ
る
か

細
か
い
対
策
等
を
検
討
し
て
い
く

問答
問　
「
防
災
の
手
引
き
」

を
町
民
の
方
々
に
熟
知
し
て

も
ら
い
、
実
行
を
果
た
す
啓

発
運
動
を
図
る
べ
き
だ
が
。

学
校
と
の
連
携
も
手
段
。

　

避
難
場
所
の
安
全
確
認
、

避
難
の
情
報
発
信
や
周
知
の

見
直
し
等
は
。

総
務
課
長　

来
年
こ
し
の
国

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活
用
、

細
目
な
対
策
等
を
継
続
し
て

検
討
を
重
ね
た
い
。

防災の手引き

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
介
護
制
度
の
見
直
し
」

給
食
費
無
償
化
の
効
果
は

保
護
者
の
負
担
軽
減
が
大
き
な
効
果

問答
問　
地
方
交
付
税
が
算
定
替

え
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
。
給

食
に
関
す
る
改
善
や
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
大
き
な

事
業
が
あ
る
。
給
食
費
無
償

化
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

普
通
交
付

税
縮
減
に
伴
う
財
政
不
安
は

か
つ
て
な
い
も
の
に
な
る
。

全
般
的
に
事
務
事
業
の
見
直

し
が
急
務
で
あ
る
が
、
給
食

費
無
償
化
事
業
は
、
他
市
町

と
の
区
別
化
を
図
り
、
若
い

世
代
を
引
き
つ
け
る
施
策
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
慎
重

に
論
議
を
重
ね
検
討
を
図

る
。

成
果
等
々
分
析
し
、
来
年
度

以
降
に
つ
い
て
は
、
見
直
し

を
図
り
、
効
果
の
上
が
る
制

度
に
し
て
継
続
と
考
え
て
い

る
。

問　
禅
の
里
温
泉
の
脱
衣
場

の
狭
さ
と
、
ロ
ッ
カ
ー
の
数

が
少
な
い
為
に
苦
情
が
出
て

い
る
。

　

利
用
者
が
気
持
ち
良
く
風

呂
に
入
れ
る
よ
う
改
修
で
き

な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長	

今
現
在
、

脱
衣
場
が
確
か
に
狭
い
と
い

う
こ
と
は
利
用
者
数
を
見
て

思
っ
て
い
る
。

　

改
修
の
件
だ
が
、
今
の
と

こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。
今

後
施
設
管
理
者
と
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

永平寺温泉「禅の里」ロッカー

学
校
給
食
費

　
　
　

 

無
償
化
の
見
直
し
を

町
民
の
意
見
を
聞
き
、方
向
性
を
検
討

問答
温
泉
の
脱
衣
場
の
狭
さ
、

　

  

ロ
ッ
カ
ー
数
に
問
題
あ
り

施
設
管
理
者
と
改
修
を
検
討

問答



一般質問一般質問

1213

問 振興会を通じ
　　　　人口増対策が急務では

答 定住促進拡充を来年度予算で

多 田  憲 治 議員

問 永平寺川改修を当面浚渫対応策で

答 県へ早期着手強く要望する

長谷川治人議員

しゅんせつ

※1

江 守 　  勲 議員

問 情報発信と
　　行政チャンネルの活用は

答 環境を整備し、
　　　様々な事業に役立てたい

校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
と
住
民

だ
け
の
恩
恵
だ
け
で
な
く
、

こ
の
実
績
と
住
み
や
す
い
環

境
で
町
が
約
１
０
０
戸
単
位

の
宅
地
を
幾
つ
か
造
成
し
、

他
市
町
か
ら
若
者
を
呼
び
込

む
施
策
が
急
務
。
振
興
会
も

参
入
し
課
題
解
決
に
向
け
今

年
度
で
切
れ
る
若
者
定
住
促

進
の
拡
充
検
討
は
。

町
長　

若
者
定
住
促
進
制
度

に
よ
る
、
両
親
と
同
じ
敷
地

内
に
家
を
建
て
る
場
合
の
補

助
ま
た
、
空
き
家
・
廃
屋
解

体
も
含
め
助
成
で
き
な
い
か

検
討
す
る
。

問　
商
工
業
支
援
策
と
し
て

住
宅
建
築
を
地
元
業
者
に
請

負
し
た
場
合
、
受
注
者
に
何

ら
か
の
還
元
策
を
。

商
工
観
光
課
長　

来
年
度
の

若
者
定
住
促
進
制
度
見
直
し

で
検
討
す
る
。

問　
例
年
如
く
、
今
年
も
広

島
県
等
各
全
国
で
記
録
的
大

雨
に
よ
り
土
砂
崩
れ
等
相
当

の
被
害
が
発
生
。
災
害
は
地

球
温
暖
化
の
傾
向
で
、
今
後

と
も
日
本
列
島
ど
こ
で
も
豪

雨
被
害
を
引
き
起
こ
し
う

る
。

　

過
去
に
は
、
永
平
寺
川
に

お
い
て
も
幾
た
び
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
ん

な
中
、
南
小
学
校
（
京
善

区
）
近
く
ま
で
は
河
川
整
備

が
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
質

問
…

①
上
流
側
は
未
だ
改
修
部
分

で
あ
る
。
早
期
に
改
修
工
事

が
必
要
で
あ
り
、
ぜ
ひ
検
討

を
要
す
が
。

②
当
面
は
少
し
で
も
被
害
が

起
き
な
い
よ
う
２
年
毎
に
一

度
は
浚
渫
を
す
べ
き
だ
（
現

状
写
真
を
提
出
）
。

※
小
学
生
の
頃
は
、
殆
ど
が

川
で
泳
い
だ
り
魚
を
と
っ
た

り
し
て
遊
ん
だ
。
今
、
半
世

紀
が
経
ち
、
美
し
い
環
境
で

サ
ク
ラ
マ
ス
や
鮎
、
そ
し
て

ホ
タ
ル
が
人
達
の
心
を
潤
し

て
い
る
。
浚
渫
に
際
し
て

問　
合
併
時
よ
り
上
志
比

は
9.2
％
、
永
平
寺
地
区
は
5.2

％
、
松
岡
地
区
は
2.7
％
の
人

口
減
で
松
岡
地
区
が
町
全
体

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
か
ら

県
下
２
番
目
の
減
少
率
。
何

よ
り
14
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

減
が
13.6
％
と
将
来
不
安
。
若

い
親
子
４
人
家
族
で
住
民

税
、
固
定
資
産
税
、
地
方
交

付
税
で
一
戸
当
た
り
年
約
76

万
円
町
の
収
入
に
な
る
。
機

能
補
償
道
路
が
開
通
し
市
内

へ
の
通
勤
便
利
、
保
育
料
が

県
下
一
安
い
、
医
療
費
・
給

食
費
が
中
３
ま
で
無
料
、
学

企
画
財
政
課
長　

番

組
数
を
増
や
し
、
こ

し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
と
連
携
し
行
政

チ
ャ
ン
ネ
ル
番
組
の

周
知
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
観
光
の
町
・

学
生
の
町
・
交
通
要

衝
の
町
と
し
て
人
と

企
業
を
呼
び
込
む
に

は
、
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

問　
他
の
自
治
体
で
は
、

２
学
期
制
度
を
取
り
入
れ
る

所
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
永
平

寺
町
で
は
夏
休
み
を
短
縮
し

た
か
。

教
育
長　

平
成
24
年
度
よ
り

完
全
実
施
さ
れ
た
新
学
習
指

導
要
領
で
教
育
内
容
が
大
き

く
改
善
さ
れ
、
授
業
数
が
大

幅
に
増
え
、
授
業
数
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

問　
保
護
者
や
生
徒
に
ど

の
よ
う
に
周
知
し
た
の
か
。

教
育
長　

文
章
で
の
通
知
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
校
長
先
生
か

ら
、
経
緯
と
目
的
を
話
す
よ

う
に
お
願
い
し
た
。

問　
午
後
か
ら
授
業
が
な
い

日
に
給
食
を
食
べ
て
帰
っ
た

日
が
あ
る
と
聞
く
が
、
い
く

ら
給
食
費
無
償
化
し
て
い
る

と
は
い
え
町
民
の
皆
様
か
ら

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
来
年
度
に
向
け
て
し

っ
か
り
課
題
を
精
査
し
て
取

り
組
む
べ
き
。

教
育
長　

先
般
の
校
長
会

で
、
小
学
校
も
含
め
て
始
業

式
・
終
業
式
で
給
食
を
食
べ

て
帰
る
こ
と
が
な
い
よ
う
お

願
い
し
た
。
町
費
で
賄
わ
れ

て
い
る
の
で
責
任
を
持
っ
て

対
処
し
て
い
き
た
い
。

問　
永
平
寺
町
議
会
選
挙

で
開
票
所
の
ラ
イ
ブ
中
継
を

し
た
の
は
初
め
て
の
試
み
だ

と
思
う
が
、
町
民
の
反
響

は
。

企
画
財
政
課
長　

選
挙
開
票

の
中
継
は
初
め
て
の
試
み

で
、
町
民
の
方
か
ら
も
良
い

意
見
を
頂
き
、
中
継
し
て
良

か
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

問　
周
知
不
足
と
の
声
も

あ
る
が
、
課
題
と
今
後
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
う
つ
な
げ

て
い
く
の
か
。

問　
日
中
は
若
い
人
が
い

な
い
災
害
時
、
消
火
備
品
ま

た
器
材
の
使
用
特
に
、
現
在

の
65
ミ
リ
ホ
ー
ス
の
消
火
栓

を
、
高
齢
者
が
操
作
す
る
こ

と
事
態
が
怪
我
に
繋
が
る
の

で
は
。
平
成
28
年
か
ら
本
署

が
移
転
し
、
上
志
比
東
部
地

区
で
は
従
来
の
連
絡
を
受
け

倍
以
上
の
時
間
が
か
か
る
。

町
内
集
落
で
も
８
分
以
上
か

か
る
地
域
に
は
初
期
消
火
対

策
と
し
て
消
火
栓
に
高
齢
者

で
も
対
応
出
来
る
50
ミ
リ
ホ

－
ス
を
設
置
で
き
な
い
か
。

消
防
長　

地
域
に
合
っ
た
資

機
材
を
、
消
防
補
助
金
を
活

用
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
長　

人
や
企
業
を
呼
び
込

む
に
は
、
情
報
伝
達
の
ス
ピ

ー
ド
化
も
大
切
。
た
だ
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
は
投
資
が
必

要
に
な
る
。
投
資
額
を
し
っ

か
り
精
査
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。

荒谷付近 観音橋付近下流側東古市付近

は
、
自
然
と
の
共
生
を
図
る

必
要
も
あ
る
。
反
面
、
自
然

の
災
害
を
防
ぐ
意
味
で
も
あ

る
の
で
施
行
に
関
し
て
は
十

分
注
意
を
す
べ
き
だ
。

建
設
課
長　

①
現
在
、
町
内

で
は
吉
野
堺
地
区
の
荒
川
や

山
王
地
区
の
南
河
内
川
の
改

修
事
業
が
優
先
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
状
況
。
永
平
寺
川

に
つ
い
て
は
、
県
へ
要
望
し

て
い
る
が
今
後
、
引
き
続
き

必
要
な
事
前
の
測
量
調
査
費

等
予
算
の
確
保
も
含
め
て
県

へ
早
期
に
事
業
が
着
手
で
き

る
よ
う
要
望
す
る
。

②
土
砂
の
浚
渫
工
事
に
つ
い

て
は
、
県
に
対
し
早
期
に
着

手
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
ま
た
下
流
の
東

古
市
地
係
に
つ
い
て
も
、

色
々
な
状
況
も
見
な
が
ら
県

自
主
防
災
の

　
　

 

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

地
域
に
よ
っ
て
50
ミ
リ

　
　消
火
栓
整
備
も
検
討
す
る

問答

消火栓ホースのノズル選挙開票風景

な
ぜ
中
学
校
の
夏
休
み
を

　
　
　
　

 

短
縮
し
た
の
か

授
業
数
の
確
保
の
た
め

問答

注
※
１
【
浚
渫
】

川
底
の
土
砂
な
ど
の
堆
積
物
を

さ
ら
い
取
る
こ
と
。

へ
要
望
す
る
。

町
長　

現
状
視
察
し
、
し
っ

か
り
県
に
要
望
を
伝
え
る
。
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ン
ガ
館
前
に
踏
切
を
移

設
し
、
東
イ
ン
タ
ー
や

遊
歩
道
へ
繫
ぐ
案
を
地

区
内
で
話
し
合
っ
て
い

る
が
。

建
設
課
長　

永
平
寺
線

跡
地
遊
歩
道
整
備
・
永

平
寺
口
駅
周
辺
整
備
や

消
防
本
部
再
編
整
備
計

画
等
に
よ
る
永
平
寺
東

イ
ン
タ
ー
か
ら
永
平
寺

問 えち鉄山王駅のトイレの改修を

答

酒 井  　 要 議員

えち鉄と十分協議する

伊 藤  博 夫 議員

問

答

包括支援センターは行政で管理を

見直しの必要性と、スペースの問題

奥野正司議員

問 本町の人口減少の現状と対策は

答 本町の特性に合った施策を進める

永平寺口駅周辺 問　
他
県
に
お
い
て
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
介
護

保
険
者
の
抱
え
込
み
や
有
力

法
人
が
幅
を
き
か
す
と
い
う

こ
と
が
新
聞
報
道
さ
れ
た
が

本
町
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
い
の
か
。
ま
た
チ
ェ
ッ

ク
体
制
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長  

平
成
24
年

度
よ
り
町
福
祉
協
議
会
へ
委

託
し
て
お
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
が
主
な
仕
事
で
あ

る
。
委
託
に
当
た
り
セ
ン
タ

ー
の
運
営
方
針
を
定
め
中
立

性
の
確
保
を
求
め
て
お
り
、

利
用
者
の
誘
導
等
を
し
な
い

よ
う
関
係
者
に
申
し
上
げ
て

い
る
。

　

ま
た
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
協
議
会
へ
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
件
数
、
委
託
先
等
資
料

の
提
出
を
さ
せ
て
お
り
、
今

後
更
に
各
関
係
機
関
と
協
議

し
公
正
で
中
立
性
の
高
い
事

業
運
営
を
行
う
よ
う
指
導
し

て
い
く
。

問　
６
月
議
会
に
お
い
て
町

長
は
庁
舎
内
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
。

町
長 

庁
舎
内
が
工
事
の

為
、
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
が

な
く
、
現
在
模
索
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
福
祉
保
健
課
と
は

事
業
運
営
や
連
携
に
つ
い
て

見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ
て

お
り
、
早
急
に
方
向
性
を
示

し
た
い
。

問　
山
王
駅
の
ト
イ
レ
が
和

式
な
の
で
利
用
で
き
な
い
と

障
が
い
者
、
ま
た
、

高
齢
者
の
間
で
話
が

出
て
い
る
。
病
院
に

行
く
の
に
え
ち
鉄
の

利
用
を
し
て
い
る
人

が
多
く
、
早
急
な
改

善
が
必
要
と
思
う

が
。

総
務
課
長　

町
内
の

10
駅
中
９
駅
が
ト
イ

レ
の
設
置
が
さ
れ
て

い
る
が
、
洋
式
の
ト

イ
レ
の
設
置
が
あ
る
の
は
松

岡
駅
、
永
平
寺
口
駅
、
下
志

比
駅
の
３
駅
で
あ
る
。
ト
イ

レ
を
含
め
駅
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
、
駅
の
利
便
性
を

図
り
、
電
車
を
利
用
す
る
観

点
か
ら
重
要
な
こ
と
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
え
ち
鉄
と
十

分
協
議
を
し
な
が
ら
環
境
整

備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
上
志
比
地
区
の
地
権

者
か
ら
栗
住
波
地
区
に
あ
る

「
除
雪
機
械
格
納
庫
」
が
あ

る
が
、
そ
の
後
ろ
に
あ
る
２

２
０
０
平
米
の
土
地
が
放
置

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
前
の
プ
ー
ル
も
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。
栗
住
波

地
区
は
上
志
比
地
区
の
中

心
で
あ
り
、
小
中
学
校
も

近
く
、
山
王
駅
に
も
近
い
。

中
学
校
周
辺
に
住
宅
も
建
っ

て
完
売
し
て
い
る
。
地
権
者

か
ら
も
有
効
活
用
す
る
の
が

問　
合
併
後
の
人
口
推

移
、
自
然
増
減
数
、
社
会
増

減
数
は
。
人
口
増
加
の
鍵
は

子
育
て
若
者
人
口
の
増
加
に

あ
る
。
「
住
む
な
ら
永
平
寺

町
」
と
言
わ
れ
る
施
策
の
実

施
と
結
果
は
。
晩
婚
化
対

策
、
妊
娠
・
出
産
支
援
施
策

は
。

企
画
財
政
課
長　

合
併
後
毎

年
人
口
減
少
、
本
年
４
月
１

日
現
在
１
万
９
４
３
９
人
と

予
想
よ
り
早
い
減
少
。
平
成

18
年
よ
り
の
累
計
は
自
然
増

減
数
▲
５
６
４
人
、
社
会
増

減
数
▲
３
７
４
人
。
定
住
促

進
支
援
策
は
経
済
的
負
担
軽

減
、
仕
事
と
子
育
て
両
立
支

援
実
施
。
平
成
25
年
度
か
ら

は
小
中
学
校
給
食
費
無
償
化

実
施
。
定
住
促
進
支
援
事
業

の
（
Ｈ
24
～
26
）
の
利
用
実

績
は
65
世
帯
２
３
３
人
、
他

市
町
か
ら
の
転
入
は
32
世
帯

１
０
５
人
。

子
育
て
支
援
課
長　

子
育
て

支
援
の
各
種
施
策
の
利
用

者
・
対
象
者
数
は
い
ず
れ
も

人
口
増
に
な
る
と
思
う

が
。

学
校
教
育
課
長　

プ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
現
在

使
用
し
て
い
な
い
。
多

額
の
経
費
な
ど
が
か
か

る
の
で
見
合
わ
せ
た
と

の
学
校
側
の
答
え
で
あ

る
。

町
長　

格
納
庫
、
プ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
の
再
編
を
行
っ
て
い

る
。
提
案
さ
れ
た
件
も
織
り

交
ぜ
て
検
討
し
た
い
と
思

う
。
現
に
栗
住
波
住
宅
が
建

っ
て
い
る
す
ぐ
隣
で
あ
り
、

場
所
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
が
、
も
う
一

度
公
共
施
設
の
再
編
そ
し
て

調
査
、
検
討
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
空
き
家
の
現
状
と
対
策

に
つ
い
て
」
「
御
陵
小
児

童
の
通
学
危
険
個
所
の
改

善
に
つ
い
て
」

問　
新
設
さ
れ
る
町
道
９
５

０
ｍ
は
道
路
網
と
し
て
は
あ

り
が
た
い
が
、
駅
周
辺
を
絡

め
た
場
合
、
全
く
変
な
ル
ー

ト
で
は
な
い
の
か
。
国
道
３

６
４
号
バ
イ
バ
ス
と
し
て
レ

口
駅
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
を
強

化
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
道
路
整
備
で
、
え

ち
鉄
の
踏
切
横
断
等
の
難
し

い
問
題
に
つ
い
て
は
地
元
の

協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し

た
い
。

人
口
減
少
を
止
め
な
け
れ
ば

　
　
　

 

い
け
な
い
と
思
う
が

公
共
施
設
の
再
編
調
査
検
討
し
た
い

問答

えちぜん鉄道山王駅のトイレ

前
年
比
増
加
。

福
祉
保
健
課
長　

毎
年
出
会

い
事
業
実
施
。
健
診
・
検
査

無
料
化
、
出
産
一
時
金
支

給
、
新
生
児
訪
問
、
１
歳
・

１
歳
半
・
３
歳
児
検
診
、
育

児
・
乳
幼
児
相
談
、
中
学
校

３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料
化

実
施
。

問　
本
町
に
定
住
す
る
子
育

て
世
代
の
正
規
雇
用
の
場
の

育
成
・
誘
致
の
取
組
は
。

企
画
財
政
課
長　

合
併
後
４

件
の
実
績
、
誘
致
条
例
で
８

名
の
町
内
在
住
者
を
雇
用
。

今
年
度
も
１
件
建
設
中
で
３

名
以
上
の
雇
用
期
待
。

問　
町
内
外
へ
の
職
場
へ
の

通
勤
ア
ク
セ
ス
の
改
善
は
。

建
設
課
長　

機
能
補
償
道
路

の
供
用
、
中
部
縦
貫
道
、
永

平
寺
大
野
道
路
の
２
車
線
無

料
供
用
開
始
、
県
道
稲
津
松

岡
線
バ
イ
パ
ス
の
吉
野
工
区

の
供
用
開
始
で
通
勤
時
間
の

短
縮
・
利
便
性
向
上
が
図
ら

れ
る
。

問　
人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
、
元
気
あ
る
町
づ
く
り
施

策
へ
の
町
長
の
基
本
的
な
方

針
は
。

町
長　

各
課
横
断
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、

そ
こ
に
町
内
各
団
体
の
若
者

の
パ
ワ
ー
を
合
流
し
、
我
が

町
の
特
性
に
合
っ
た
施
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。

除雪車格納庫

国
道
３
６
４
号
バ
イ
バ
ス
は

　
　
　
　
　
地
元
と
協
議
を

永
平
寺
口
駅
周
辺
へ

　
　
　
　
　

 

結
節
機
能
の
町
道

問答
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問 松中第２体育館、本当に必要？!

答 バスケット誘致に必要だった

上  田   誠 議員

ャ
イ
ム
、
え
ち
鉄
の
電
車
到

着
メ
ロ
デ
ィ
等
を
ハ
ー
プ
の

音
に
変
え
、
も
っ
と
親
し
ん

で
も
ら
っ
て
は
。

総
務
課
長　

技
術
的
に
は
可

能
。
今
後
検
討
し
た
い
。

問 温泉、問題業者の
　　　　指定管理で良いのか

答 司法の判断を待つ

金 元  直 栄 議員

問　
合
併
特
例
の
期
限

は
。
ま
た
、
そ
の
後
見
込
ま

れ
る
交
付
金
は
。

企
画
財
政
課
長　

合
併
後
10

年
間
は
合
算
額
が
補
償
さ
れ

て
お
り
、
11
年
目
（
平
成
28

年
）
か
ら
５
年
間
、
毎
年
１

億
３
千
万
の
減
額
と
な
り
、

平
成
33
年
で
は
今
年
度
と
比

べ
て
６
億
５
千
万
程
度
の
減

額
を
推
測
。

問　
大
変
厳
し
い
が
、
そ
れ

を
踏
ま
え
「
つ
よ
い
永
平
寺

町
」
づ
く
り
の
た
め
の
町
長

の
展
望
は
。

企
画
財
政
課
長　

永
平
寺
町

行
財
政
改
革
大
綱
や
中
期
財

政
改
革
に
基
づ
き
、
職
員
定

数
削
減
等
を
進
め
て
い
る
。

町
税
の
収
納
率
の
向
上
の
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

町
長　

行
政
運
営
の
中
で
財

政
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

今
、
行
革
推
進
室
で
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
収

入
面
に
つ
い
て
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
税
収
増
を
図
る
た

め
、
町
の
産
業
の
発
展
を
真

剣
に
進
め
る
べ
き
。
商
工
会

や
Ｊ
Ａ
、
観
光
物
産
協
会
、

観
光
協
会
と
町
が
も
っ
と
連

携
を
と
り
、
新
商
品
開
発
等

に
つ
な
げ
て
は
。

商
工
観
光
課
長　

町
の
ブ
ラ

ン
ド
推
進
の
た
め
、
各
団
体

か
ら
活
性
化
に
向
け
た
意
見

を
伺
う
場
を
設
け
、
８
月
に

第
１
回
目
を
開
催
し
た
。

町
長　

ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
は

二
構
成
で
、
一
つ
は
各
種
団

体
の
代
表
、
も
う
一
つ
は
現

場
で
活
躍
中
の
方
々
で
構

成
。
今
後
の
政
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

問　
福
井
国
体
で
３
種
目
の

経
費
は
４
億
２
千
万
円
、
第

２
体
育
館
建
設
に
３
億
５
千

万
円
、
合
計
７
億
７
千
万
円

必
要
に
な
る
が
、
運
営
費
は

２
億
円
で
な
か
っ
た
の
か
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
会
場
に
は
第
２

体
育
館
が
必
要
と
は
決
定
前

に
議
会
に
示
し
て
い
な
い
。

そ
こ
ま
で
し
て
３
種
目
必
要

な
の
か
。
補
助
は
。

生
涯
学
習
課
長　

松
中
で
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
開
催
に
は
、
ア

ッ
プ
設
備
（
第
２
体
育
館
）

が
必
須
条
件
。
補
助
額
は
現

在
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
町
の
中
期
財
政
計
画

に
は
こ
の
国
体
や
学
校
の
エ

ア
コ
ン
整
備
、
給
食
費
無
償

化
、
道
の
駅
、
耐
震
工
事
新

消
防
庁
等
の
増
額
な
ど
23
～

25
億
は
入
っ
て
い
な
い
。
国

の
補
助
（
普
通
交
付
税
）
は

28
年
か
ら
減
り
、
33
年
に
は

今
よ
り
毎
年
９
億
４
千
万
円

も
減
る
見
込
み
も
あ
り
、
町

財
政
の
負
担
に
な
る
と
考
え

る
が
。

企
画
財
政
課
長　

県
推
定
６

億
５
千
万
の
見
方
も
あ
り
、

早
急
に
財
政
計
画
を
見
直

す
。

町
長　

将
来
に
責
任
を
負
う

立
場
と
し
て
方
向
性
を
示
し

て
い
く
。

問　
我
が
町
に
は
日
本
唯

一
の
ハ
ー
プ
専
門
メ
ー
カ
ー

が
あ
る
。
優
雅
な
音
色
を
奏

で
る
ハ
ー
プ
を
町
お
こ
し
に

生
か
せ
な
い
か
。
旧
松
岡
町

が
購
入
し
た
ハ
ー
プ
の
現
在

は
。

学
校
教
育
課
長　

購
入
し
た

ハ
ー
プ
は
10
台
。
ハ
ー
プ
は

管
理
が
難
し
く
、
青
山
ハ
ー

プ
で
保
管
を
お
願
い
し
て
い

る
。
平
成
26
年
３
月
に
は
放

課
後
子
ど
も
教
室
で
ふ
れ
あ

い
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
各
学
校
や
公
民
館
に
置

問　
教
育
に
新
聞
の
活
用

（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
は
。

教
育
長　

大
事
な
教
育
の
一

つ
。
今
後
も
進
め
て
い
く
。

町
長　

社
会
性
、
学
力
向
上

の
た
め
に
も
必
要
。
支
持
し

て
い
く
。

ハ
ー
プ
を
町
お
こ
し
に

　
　
　
　
　

 

生
か
せ
な
い
か

ふ
れ
あ
い
体
験
の
ほ
か
も
考
慮
中

問答

ペダルハープ

問　
現
在
、緊
急
時
の
伝
達

周
知
は
防
災
行
政
無
線
の
放

送
で
行
っ
て
い
る
。こ
の
放
送

は
場
所
や
屋
内
で
は
聞
き
づ

ら
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、こ
し
の
国
Ｔ
Ｖ

の
12　
（
行
政
ch
）を
押
せ
ば

（
選
択
）緊
急
放
送
の
内
容

が
目
と
耳
で
確
認
で
き
る
連

動
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
は
12   

　

で
文
字
放
送
、
議
会
中

継
、
健
康
体
操
な
ど
を
放
映

し
て
い
る
。

町
長　

緊
急
時
の
住
民
へ
の

情
報
伝
達
、
周
知
は
非
常
に

大
切
で
あ
り
必
要
。
12　

で

情
報
が
確
認
で
き
、
見
ら
れ

て
聞
こ
え
る
シ
ス
テ
ム
に
し

て
い
く
。

問　
９
ch
と
の
連
動
も
必

要
。
緊
急
時
に
は
画
面
下
で

の
テ
ロ
ッ
プ
（
文
字
）
放
送

で
知
ら
せ
る
こ
と
も
。

総
務
課
長　

福
井
市
、
こ
し

の
国
Ｔ
Ｖ
と
協
議
し
対
応
す

る
。

問　
本
町
の
温
泉
や
河
川
公

園
の
指
定
管
理
業
者
（
株
）

コ
ー
ワ
が
書
類
送
検
へ
、
と

の
報
道
が
あ
っ
た
。
県
公
安

委
員
会
か
ら
７
回
の
指
示
処

分
な
ど
、
県
警
は
悪
質
と
判

断
し
た
と
あ
る
。
反
社
会
的

行
為
の
常
習
犯
、
コ
ー
ワ
か

ら
は
こ
の
状
況
、
報
告
さ
れ

て
い
た
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

７
月
３
日

に
警
備
業
法
違
反
で
刑
事
罰

の
可
能
性
が
あ
る
と
聞
い
て

い
た
。

　

８
月
に
は
副
社
長
が
来
庁

し
、
そ
の
報
告
は
８
月
５
日

に
議
会
に
口
頭
で
行
っ
た
。

問　
こ
の
会
社
へ
の
町
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。
指
定

管
理
契
約
前
の
行
為
も
あ
る

が
、
業
者
選
定
時
に
は
つ
か

め
て
い
た
の
か
。
業
者
の
経

歴
詐
称
で
は
な
い
の
か
。
法

に
基
づ
い
て
指
定
管
理
を
止

め
る
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

警
備
業
に
対
す

る
書
類
送
検
の
た
め
、
現
時

点
で
は
指
定
管
理
に
直
接
関

係
す
る
も
の
で
は
な
く
、
今

後
、
司
法
判
断
後
に
近
隣
を

見
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

町
長　

業
者
の
選
考
は
公
平

性
の
確
保
が
第
一
で
、
今
度

は
そ
の
履
歴
や
会
社
の
実
績

等
の
項
目
も
入
れ
た
い
。
協

定
書
の
不
備
に
つ
い
て
は
対

応
し
て
い
く
。

問　
医
療
、
介
護
総
合
法

が
成
立
し
、
今
後
、
介
護
保

険
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に

な
る
。
来
年
度
か
ら
第
６
期

計
画
が
始
ま
る
が
、
第
５
期

計
画
か
ら
町
の
課
題
を
整
理

し
、
ど
ん
な
計
画
に
し
て
い

く
の
か
。
特
に
サ
ー
ビ
ス
提

供
で
町
内
で
不
足
し
て
い
る

施
設
は
整
備
す
べ
き
だ
。

福
祉
保
健
課
長　

第
５
期
計

画
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
や
訪

問
看
護
、
特
に
24
時
間
対
応

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
は
町
内
に
あ
り
ま
せ

ん
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
要
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
４

つ
あ
る
が
、
ど
こ
も
定
員
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　

第
６
期
計
画
で
は
訪
問
介

護
や
看
護
、
不
足
施
設
の
整

備
を
し
て
い
く
計
画
で
、
２

０
２
５
年
問
題
の
た
め
に
も

重
要
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
個
人
情
報
の
流
出
防
止

へ
、
町
の
対
応
は
」

介
護
保
険
、

　 

第
６
期
計
画
と
施
設
整
備

２
０
２
５
年
対
応
の
施
設
整
備
が
必
要

問答

き
、
町
民
が
ふ
れ
ら
れ
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

町
長　

各
学
校
の
音
楽
室
に

置
く
提
案
を
し
た
が
、
管
理

の
面
で
難
し
い
。
ハ
ー
プ
を

何
か
町
づ
く
り
に
生
か
せ

な
い
か
考
え
て
い

る
。

問　
防
災
無
線
の

時
報
や
学
校
の
チ

緊
急
放
送
を
12
ch（
テ
レ
ビ
）で

12
ch
で
も
見
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る

問答ch

ch

ch

ＮＩＥ活動で
生活力、学力向上

大事な教育、
　　今後も進める

問

答

永平寺温泉「禅の里」

樂 間 　  薫 議員

問

答

合併特例期限後の財政計画は
　　　　　　　　 進んでいるか

行革推進室で取り組んでいる
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問

答 空振り恐れず発令したい

滝波登喜男議員

広島の土砂災害に学べ

問　
広
島
の
土
砂
災
害
で

は
、
避
難
勧
告
発
令
の
遅
れ

と
、
危
険
箇
所
に
も
か
か
わ

ら
ず
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

ず
、
住
民
が
逃
げ
遅
れ
た
と

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
本
町

の
避
難
勧
告
や
危
険
箇
所
の

指
定
、
住
民
へ
の
周
知
な
ど

大
丈
夫
か
。

町
長　

避
難
勧
告
の
判
断

は
、
国
や
県
、
気
象
庁
の
情

報
と
危
険
個
所
の
映
像
な
ど

で
行
う
。
空
振
り
を
恐
れ
ず

問　
政
府
は
、
小
中
学
校

の
統
廃
合
に
関
す
る
指
針
を

60
年
ぶ
り
に
見
直
し
、
規
模

拡
大
を
積
極
的
に
後
押
し
す

る
と
言
っ
て
い
る
。
４
年
後

の
30
年
に
は
、
小
学
生
88
人

減
、
中
学
生
は
42
人
減
少
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
、

統
廃
合
を
進
め
る
考
え
は
。

教
育
長　

少
子
化
と
い
う
問

題
は
避
け
て
は
通
れ
な
い

が
、
統
廃
合
は
デ
リ
ケ
ー
ト

な
問
題
で
、
慎
重
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

町
は
少
子
化
対
策
を
行
い
、

特
徴
あ
る
教
育
を
進
め
、
地

域
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
。
今

の
と
こ
ろ
現
状
維
持
と
考
え

て
い
る
。

問　
来
年
度
も
職
員
を
10
名

程
採
用
予
定
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
採
用
試
験

を
よ
り
透
明
に
す
る
た
め
の

情
報
公
開
の
手
段
は
。

副
町
長　

事
務
職
４
名
に
70

名
、
保
育
士
２
名
に
12
名
、

保
健
師
１
名
に
４
名
、
消
防

士
３
名
に
13
名
の
申
込
と
な

っ
て
い
る
。
明
朗
闊
達
で
精

神
面
も
強
く
、
専
門
的
知
識

を
持
つ
人
材
を
求
め
て
い

て
、
試
験
の
内
容
や
評
価
の

方
法
を
工
夫
し
た
い
。
情
報

公
開
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

議会・各委員会の議員出欠状況
（平成26年８月５日～平成26年９月17日）　　　　　　　　　　　　　○…出席　×…欠席　△…遅刻・早退　－…員外　傍…傍聴　弔…弔事　研…研修

町
を
愛
す
る
人
材
確
保
を

工
夫
を
凝
ら
し
た
採
用
試
験
へ

問答
学
校
統
廃
合
へ
の
考
え
は

現
状
維
持
と
考
え
て
い
る

問答

広島市の土砂災害

発
令
し
て
い
く
。

総
務
課
長　

山
間
の
集
落
が

多
く
、
警
戒
区
域
は
３
５
２

ヵ
所
も
あ
る
。
自
主
防
災
組

織
を
通
じ
て
、
住
民
に
詳
し

く
説
明
し
て
い
く
。

活動報告
　
平
成
25
年
度
お
よ
び
26
年
度
上

半
期
に
お
け
る
各
事
務
事
業
の
実

績
を
計
数
的
審
査
、
執
行
状
況
の

審
査
お
よ
び
成
果
に
つ
い
て
も
審

査
し
、
27
年
度
の
予
算
に
反
映
さ

せ
る
「
議
会
の
事
務
事
業
評
価
」

に
着
手
し
ま
し
た
。

　
９
月
24
日
に
、
３
７
１
事
務
事

業
の
中
か
ら
「
防
災
行
政
無
線
整

備
工
事
」
な
ど
13
事
業
を
選
定
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
行
政
か
ら
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
審
査
し
て
い

き
ま
す
。
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38
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10月24日（金）
町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（1日目①）
中村勘太郎議員　齋藤則男議員

文字告知放送
一般質問（1日目②）
小畑傅議員　川治孝行議員
上坂久則議員

文字告知放送
一般質問（1日目③）
長岡千惠子議員　朝井征一郎議員

文字告知放送
一般質問（2日目①）
長谷川治人議員　多田憲治議員
江守勲議員
文字告知放送
一般質問（2日目②）
伊藤博夫議員　酒井要議員
奥野正司議員
文字告知放送

00

32
00

10
00

34
00

38
00

42
00

35

10月25日（土）
一般質問（2日目③）
樂間薫議員　上田誠議員

文字告知放送
一般質問（3日目）
金元直栄議員　滝波登喜男議員

文字告知放送
予算決算常任委員会

文字告知放送
本会議

文字告知放送
町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（1日目①）
中村勘太郎議員　齋藤則男議員

文字告知放送

00

03
00

38
00

31
00

45
00

32
00

10

10月26日（日）
一般質問（1日目②）
小畑傅議員　川治孝行議員
上坂久則議員

文字告知放送
一般質問（1日目③）
長岡千惠子議員　朝井征一郎議員

文字告知放送
一般質問（2日目①）
長谷川治人議員　多田憲治議員
江守勲議員
文字告知放送
一般質問（2日目②）
伊藤博夫議員　酒井要議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問（2日目③）
樂間薫議員　上田誠議員

文字告知放送
一般質問（3日目）
金元直栄議員　滝波登喜男議員

文字告知放送

00

34
00

38
00

42
00

35
00

03
00

38

10月27日（月）
予算決算常任委員会

文字告知放送
本会議

文字告知放送
町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（1日目①）
中村勘太郎議員　齋藤則男議員

文字告知放送
一般質問（1日目②）
小畑傅議員　川治孝行議員
上坂久則議員

文字告知放送
一般質問（1日目③）
長岡千惠子議員　朝井征一郎議員

文字告知放送

00

31
00

45
00

32
00

10
00

34
00

38

10月28日（火）
一般質問（2日目①）
長谷川治人議員　多田憲治議員
江守勲議員
文字告知放送
一般質問（2日目②）
伊藤博夫議員　酒井要議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問（2日目③）
樂間薫議員　上田誠議員

文字告知放送
一般質問（3日目）
金元直栄議員　滝波登喜男議員

文字告知放送
予算決算常任委員会

文字告知放送
本会議

文字告知放送

時

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
２０１4年10月24日（金）～10月28日（火）

地デジ
121ch
地デジ
121ch

議
会
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　滝
波
登
喜
男
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　全国大会は、県を代表して出場してくるチームなので、どのチ
ームの選手も素晴らしい。その中で、松岡少年野球クラブの選手
も劣ることなく、素晴らしい素質を持って入りと感じました。
　対戦チームの選手は身体も大きく力もありました。結果は残念
でしたが、全国大会に出場して得るものは大きかったようです。
　福井県内のチームの選手も、その体力や技術力に差はなく、い
かにしてチャンスをうまく生かせるかということを感じました。
全国大会で上位を目指せる実力があると実感しました。
　松岡少年野球クラブの選手たちに、「試合中、相手チームが攻
撃している時は、ピッチャーがひとりで戦っているのではない。
チーム全員が自分のポジションを全力で戦い、ピッチャーを盛り
上げることが大切である」ということを一人ひとりに伝えていま
す。

　今回の取材をお願いした８
月24日は、ろうきん杯永平
寺予選会の大会が、you me
パークで開催された決勝戦当
日でした。
　松岡少年野球クラブが優勝
して秋の県大会の出場が決定
しました。
　６年生にとっては、小学生
最後の大会となります。
　県大会での活躍を町民の一
人として楽しみにしていると
同時に、優勝という大きな期
待をもっています。

『がんばれ!!
　　松岡少年
　　　 野球クラブ』
　
　あたかも、取材当日は甲子
園球場で、敦賀気比高校と大
阪桐蔭高校が対戦する準決勝
が行われてます。君たちに
は、甲子園を目指して頑張っ
てほしいと願っています。
　　　　　　　（長岡　記）

議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員

　委 

員 

長

　長

　岡

　千
惠
子

　副
委
員
長

　樂

　間

　
　
　薫

　委

　
　員

　
　江
守

　
　勲
・
上
田

　
　誠

　
　金
元

　直
栄
・
中
村
勘
太
郎

発
行
責
任
者

　議

　
　長

　川

　崎

　直

　文

　
改
選
さ
れ
て
２
ヶ
月
余
り
が
経
過

し
ま
し
た
。

　
我
々
新
人
議
員
に
と
っ
て
初
め
て

の
事
の
連
続
で
緊
張
し
っ
ぱ
な
し

…

。
そ
の
中
で
９
月
定
例
会
が
開
か

れ
、
15
日
間
の
会
期
が
終
わ
り
ま
し

た
。
会
期
中
に
３
日
間
の
一
般
質
問

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
議
長
を
除
く

全
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
一
番
緊
張
し
た
時
間
で

し
た
。
次
回
か
ら
は
こ
ん
な
提
案
を

し
よ
う
と
、
反
省
し
き
り
の
初
体
験

で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
で
す…

。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
樂
間
　
記
）

松岡少年野球クラブ松岡少年野球クラブ
全国大会に出場して　　　藤田ヘッドコーチ 談

■選手構成
　６年生　10人　　５年生　11人　　４年生　５人
　１年生～３年生　８人　　　　　　　合計　34人 （内女子３人）
■練習　月・水・金曜日　午後５時30分～午後７時30分
　　　　土曜と日曜は主に練習試合

平成２６年 全国大会出場平成２６年 全国大会出場

【発行】永平寺町議会　　【編集】議会広報特別委員会


